
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組大宮地本は、２０２３年９月２７日「柔軟な働き方の更なる推進について」の提案を受けました。 

７月３日に「乗務員区社員における営業統括センター業務の拡大について」の説明資料が Teams で周知されまし

た。その内容は「行路内におけるその他時間」とは異なり、変形勤務等を基本とした乗務員区社員による出札業務で

あるため、大地申第１８号議事録確認の履行を求めて、大地申第２４号「労使間の信義誠実の原則を破壊する会社の

一方的な行為を許さず直ちに議事録確認違反の是正を求める」緊急申し入れの団体交渉を行ってきました。その中

では、大地申第１８号「２０２３年３月ダイヤ改正について」に関する申し入れ(その２)の議事録確認に踏まえて労使議

論の経過を確認し、職場周知された公募制は一旦中止となっています。 

今回の提案は９月２２日に提案された「大宮支社の現業機関における柔軟な働き方の更なる実現について」の実

施内容である、大宮統括センターならびに宇都宮統括センターの新設に向けて行われるトライアルに大きく影響しま

す。さらに、提案における労使議論の中では、乗務員の現在の業務内容にとらわれず、駅の出札をはじめ業務の拡大

を目指していく事も示されています。乗務員が駅業務に携わる事になれば、これまで実績のない「現金取扱い業務」

が発生します。新たな業務の拡大で労働条件の変更であり労使議論が必要です。また本人希望を無視し「新たな挑

戦」「成長」という慫慂で異動させ、与えられた担務を全うできずに担務変更を余儀なくされるだけでなく、病気休職

に繋がっていることは大きな課題です。この間、ジョブローテーションの趣旨に踏まえて一人ひとりがキャリアプラン

を描いていますが、安全・サービスレベルの向上には「本人の意思」がその土台となるべきものであることは言うま

でもありません。 

安全で安心して働ける職場を構築していくため、下記の通り申し入れを行い交渉を行なっていきます！ 
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大地申 

第１０号 「柔軟な働き方の更なる推進について」に関する申し入れ 

１． 営業統括センター等にて行う業務の拡大について、

具体的な業務内容を明らかにすること。また業務の 

拡大に伴う、実施方法やスケジュール感を示すこと。 

２． 乗務員による「現金取扱い業務」に関しては、営業 

事故防止の観点や本人の意思に基づかない業務の 

拡大はモチベーションに大きく影響し、サービス品質 

の低下に直結することから本人の意思を尊重すること。 
 


